
 

１．件 名：日本原子力研究開発機構人形峠環境技術センターの事業者防災

訓練に関する意見交換について 

 

２．日 時：令和5年10月31日 13:30～15:10 

 

３．場 所：原子力規制庁3階 室内会議卓 

 

４．出席者 

原子力規制庁 緊急事案対策室 

澤村防災専門官、武長防災専門職、嶋﨑防災専門官、蔦澤防災専門職 

   （以下、テレビ会議システムによる出席）  

  原子力規制庁 上齋原原子力規制事務所 

塩見所長、寳滿防災専門官、白神防災専門官 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

人形峠環境技術センター 人形峠環境技術センター 保安・技術管

理課長 他６名 

 

５．要 旨 

日本原子力研究開発機構から、令和5年9月19日に実施した同機構人形

峠環境技術センターにおける原子力事業者防災訓練で確認された問題

点・課題、原因分析、原因分析を踏まえた対策について、ERCプラント

班との訓練後の振り返りや社内評価結果も踏まえまとめた資料１に基づ

き説明があった。 

原子力規制庁から、以下の事項について対策を検討し、今後の原子力

防災対策に向けた改善点として、防災訓練実施結果報告書にまとめるよ

うに伝えた。 

・訓練結果や評価に係る記載は、今年度の訓練で検証しようとした事

項や評価目標に対する達成度合いをより具体的に記載すること 

・現場の能力向上の取組を追記すること 

・自然災害に係る状況の視覚化は、昨年度から継続した課題なので所

内マニュアルに対応手順を設定すること 

日本原子力研究開発機構から、防災訓練実施結果報告書としてまと

め、後日説明するとの回答があった。 

 

６．その他 

配布資料 

資料１：防災訓練の結果の概要（総合防災訓練）（案） 


